
大
庄
屋
と
庄
屋

伊
能
忠
敬
の
天
草
測
量
に
は
、
多
く
の
大
庄
屋
、
庄
屋
が
関
係
し

て
い
る
。
（
関
係
し
た
大
庄
屋
、
庄
屋
は
資
料
参
照
）
そ
の
大
庄
屋
、

庄
屋
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

天
草
島
原
一
揆
後
、
天
草
は
山
崎
家
治
の
私
領
と
な
っ
た
が
、
家

治
転
封
後
、
幕
領
（
天
領
）
と
な
っ
た
。
初
代
代
官
に
鈴
木
重
成
が

着
任
し
た
。
鈴
木
重
成
及
び
二
代
目
重
辰
は
亡
所
開
発
仕
置
の
一
環

と
し
て
、
行
政
組
織
と
し
て
組
村
制
を
整
え
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
86
村
（
の
ち
、
分
村
が
あ
り
87
か
村
）
を
10
組

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
各
組
に
大
庄
屋
、
各
村
に
庄
屋
を
配
し
た
。

な
お
、
現
在
は
一
般
に
大
庄
屋
を
〝
お
お
し
ょ
う
や
〟
と
発
音
す

る
が
、
正
し
く
は
〝
お
お
じ
ょ
う
や
〟
と
濁
す
ら
し
い
。

組
及
び
村
は
次
の
通
り
。

志
岐
組

◎
志
岐
村
、
内
田
村
、
上
津
深
江
村
、

坂
瀬
川
村

（
４
ヶ
村
）

井
手
組

◎
井
手
村
、
城
木
場
村
、
上
野
原
村
、
荒
河
内
村
、

下
内
野
村
、
二
江
村

（
６
ヶ
村
）

御
領
組

◎
御
領
村
、
鬼
池
村
、
佐
伊
津
村
、
広
瀬
村
、

本
泉
村
、
下
河
内
村
、
新
休
村
、
本
村

（
８
か
村
）

本
戸
組

◎
本
戸
馬
場
村
、
町
山
口
村
、
枦
宇
土
村
、
食
場
村
、

亀
川
村
、
楠
浦
村
、
大
宮
地
村
、
小
宮
地
村
、

大
多
尾
村
（
９
ヶ
村
）

栖
本
組

◎
大
浦
村
、
須
子
村
、
赤
崎
村
、
上
津
浦
村
、

下
津
浦
村
、
大
島
子
村
、
志
柿
村
、
下
浦
村
、

古
江
村
、
河
内
村
、
打
田
村
、

湯
船
原
村
、

馬
場
村
（
14
ヶ
村
）

大
矢
野
組

◎
上
村
、
中
村
、
登
立
村
、
合
津
村
、
今
泉
村
、

阿
村
、
楠
甫
村
、
教
良
木
村
、
内
野
河
内
村

（
９
ヶ
村
）

砥
岐
組

◎
樋
島
村
、
高
戸
村
、
大
道
村
、
姫
浦
村
、

二
間
戸
村
、
御
所
浦
村
、
浦
村
、
棚
底
村
、

宮
田
村
（
９
ヶ
村
）

一
町
田
組

◎
一
町
田
村
、
下
田
村
、
益
田
村
、
今
村
、
久
留
村
、

※

津
留
村
、
一
ノ
瀬
村
、
平
床
村
、
白
木
河
内
村
、

立
原
村
、
碇
石
村
、
宮
地
岳
村
、
中
田
村

（
12
↓
13
ヶ
村
）

※
一
町
田
村
か
ら
正
保
二
年
に
分
村

久
玉
組

◎
久
玉
村
、
牛
深
村
、
魚
貫
村
、
深
海
村
、
早
浦
村
、

亀
浦
村
、
宮
野
河
内
村
（
７
ヶ
村
）

大
江
組

◎
大
江
村
、
今
富
村
、
崎
津
村
、
高
浜
村
、

小
田
床
村
、
下
津
深
江
村
、
福
連
木
村
、

都
呂
々
村
（
８
ヶ
村
）

ま
た
、
代
官
所
が
置
か
れ
た
富
岡
は
町
制
が
布
か
れ
、
天
草
で
唯

一
の
町
で
あ
っ
た
。
富
岡
町
に
は
、
町
年
寄
、
庄
屋
を
区
域
を
分
担

し
て
配
置
し
た
。
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《
天
草
近
代
年
譜
》

寛
永
十
八
年
（
１
６
４
１
）

こ
の
年
、
郡
中
を
10
組
、
86
ヶ
村
に
区
画
し
、
組
に
大
庄
屋

（
給
田
除
地
）
、
村
に
庄
屋
を
取
り
立
て
、
年
寄
、
百
姓
代

を
置
い
て
、
政
令
の
徹
底
を
記
し
、
分
治
の
実
を
挙
げ
る
。

更
に
、
城
下
富
岡
の
町
割
り
を
為
し
、
町
政
を
確
立
す
る
。

即
ち
城
内
を
一
、
二
丁
目
、
城
外
を
三
、
四
、
五
丁
目
と
五

割
し
て
、
城
内
役
舗
詰
役
掛
り
、
城
外
を
町
年
寄
差
配
と
定

め
、
三
丁
目
、
五
丁
目
に
各
一
名
の
町
年
寄
を
置
き
、
各
丁

に
肝
煎
、
月
行
司
を
推
挙
し
て
こ
の
補
佐
に
当
た
ら
せ
る
。

大
庄
屋
、
庄
屋
は
世
襲
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
選
定
に
は
ず

い
ぶ
ん
苦
労
し
た
と
思
え
る
。
選
定
の
条
件
一
は
、
当
然
な
が
ら
キ

リ
シ
タ
ン
で
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
研
究
に
よ
る
と
、
か
つ
て

キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
家
（
者
）
も
、
重
成
は
登
用
し
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
名
家
や
有
力
者
、
徳
望
家
も
条
件
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
面
白
い
こ
と
に
、
大
坂
方
に
着
い
て
天
草
に
流
れ
て
来
た
御
領

の
長
岡
家
や
高
浜
の
上
田
家
が
選
定
さ
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

た
だ
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
村
割
を
し
た
の
で
は
な
く
、
以
前
か
ら

あ
っ
た
村
１
２
２
ヶ
村
を
統
廃
合
し
て
の
村
制
施
行
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
村
々
の
か
つ
て
の
村
長
な
ど
が
選
ば
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
ま

む
ら
お
さ

た
、
寺
沢
時
代
に
も
庄
屋
制
が
あ
っ
た
と
い
う
事
な
の
で
、
そ
れ
を

引
き
継
い
だ
場
合
も
多
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

大
庄
屋
、
庄
屋
は
、
世
襲
で
あ
り
、
何
ら
理
由
が
な
け
れ
ば
、
幕

末
ま
で
同
家
に
よ
る
職
を
勤
め
た
が
、
中
に
は
交
代
し
た
例
も
あ
る
。

近
代
年
譜
に
よ
る
と
。

寛
文
元
年
（
１
６
６
１
）
に
重
辰
が
砥
岐
組
大
庄
屋
棚
底
村
八
郎

右
衛
門
を
闕
所
に
処
し
、
後
役
に
樋
島
村
（
藤
田
）
善
右
衛
門
を
据

え
て
い
る
。
理
由
は
、
萬
治
検
地
廻
村
に
於
い
て
、
各
村
役
に
接
触

し
た
際
の
人
物
考
課
の
表
れ
と
し
て
い
る
。
同
じ
例
は
、
教
良
木
組

大
庄
屋
に
代
わ
っ
て
、
大
矢
野
組
大
庄
屋
に
（
吉
田
）
家
を
据
え
て

い
る
。

寛
文
九
年
（
１
６
６
９
）
に
は
、
広
瀬
村
庄
屋
（
稗
方
）
六
左
衛

門
が
闕
所
と
な
り
、
後
役
に
堀
田
氏
の
祖
が
起
用
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
四
年
（
１
６
９
１
）
に
は
、
宮
田
村
で
庄
屋
伊
兵
衛
と
百
姓

間
で
争
い
が
あ
り
、
吟
味
の
結
果
、
庄
屋
伊
兵
衛
は
闕
所
と
な
り
、

後
役
に
弥
左
衛
門
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

正
徳
三
年
（
１
７
１
３
）
に
全
国
的
に
大
庄
屋
制
度
は
廃
止
さ
れ

た
が
、
天
草
は
特
例
と
し
て
、
翌
年
復
活
し
て
い
る
。

正
徳
五
年
（
１
７
１
５
）
、
大
庄
屋
制
復
活
に
際
し
、
前
任
が
再

任
さ
れ
て
い
る
が
、
一
町
田
組
大
庄
屋
は
、
平
野
氏
に
代
わ
り
下
田

村
庄
屋
（
野
田
）
氏
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

享
和
二
年
（
１
８
０
２
）
、
今
富
村
庄
屋
大
崎
氏
が
免
職
さ
れ
、

上
田
友
三
郎
（
上
田
宜
珍
弟
）
が
、
庄
屋
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
大
崎
氏
の
後
継
者
無
き
た
め
で
あ
る
。

弘
化
四
年
（
１
８
４
７
）
、
弘
化
の
大
一
揆
の
後
、
主
犯
格
と
し

て
獄
門
に
な
っ
た
永
田
隆
三
郎
の
古
江
村
は
、
庄
屋
不
在
で
あ
っ
た

が
、
嘉
永
二
年
（
１
８
４
９
）
年
、
栖
本
組
大
庄
屋
小
崎
武
一
郎
が
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一
ヶ
年
の
兼
帯
勤
め
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
記
載
は
、
近
代
年
譜

に
は
な
い
が
、
大
島
子
村
庄
屋
家
か
ら
、
同
庄
屋
の
弟
、
益
田
逸
平

が
古
江
村
庄
屋
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
益
田
家
は
、
隆
三
郎
の
妻
ナ

カ
の
里
だ
と
い
う
。
（
「
法
界
平
等
の
碑
」
鶴
田
文
史
）

ま
た
同
じ
く
同
一
揆
で
大
庄
屋
不
在
と
な
っ
た
御
領
村
は
、
銀
主

小
山
清
四
郎
と
宮
地
岳
村
庄
屋
中
西
亀
勇
太
と
の
争
い
な
ど
、
や
や

複
雑
な
経
過
を
た
ど
り
、
安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
に
中
西
に
軍
配

が
上
が
り
、
長
男
東
之
助
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
馬
場
村
や
内
田
村
等
、
他
に
も
あ
る
が
省
略
す
る
。

大
庄
屋
、
庄
屋
に
は
特
典
が
あ
っ
た
。
一
分
給
、
三
日
夫
、
除
地
、

及
び
公
役
免
除
等
で
あ
る
。

一
分
給
と
は
、
高
百
石
に
対
し
て
一
石
を
農
民
か
ら
徴
収
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
百
姓
の
側
か
ら
い
え
ば
、
御
上
に
納
め
る
年
貢
と
は

別
に
、
大
庄
屋
、
庄
屋
へ
も
年
貢
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

除
地
と
は
、
免
税
地
の
こ
と
で
、
大
庄
屋
は
上
田
２
反
、
庄
屋
５

の

け

ち

畝
の
免
税
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
大
庄
屋
に
は
一
定
の
田
畑
の

所
有
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
御
領
組
大
庄
屋

五
郎
左
衛

門
に
は
、
田
畑
２
町
９
反
６
畝
21
歩
で
あ
る
。
つ
ま
り
約
３
㏊
の
田

畑
を
所
有
し
、
そ
の
う
ち
上
田
の
20
ａ
が
免
税
さ
れ
て
い
た
。

年
貢
を
徴
収
す
る
の
に
、
全
て
の
耕
地
に
一
律
に
課
税
す
る
に
は
、

不
公
平
が
生
じ
る
。
即
ち
、
土
地
土
地
に
よ
っ
て
田
畑
の
質
が
違
う

た
め
だ
。
そ
の
た
め
、
田
も
畑
も
上
・
中
・
下
・
下
々
・
三
下
の
五

段
階
に
分
類
さ
れ
た
。
天
草
は
山
間
地
に
し
て
痩
せ
地
多
く
、
上
田
・

畑
は
極
わ
ず
か
で
あ
っ
た
と
思
え
る
。
当
時
は
、
一
反
一
石
、
す
な

わ
ち
一
反
か
ら
一
石
の
米
が
と
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は

上
田
に
相
当
す
る
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
２
反
の
免
税
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
２
石
の
生

産
に
対
し
て
は
、
税
が
か
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
日
夫
（
助
夫
）
と
は
、
村
内
各
戸
か
ら
１
ヶ
年
に
３
日
宛
て
の

夫
役
（
私
用
）
を
徴
発
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
１
年
間
に
３
日
、

庄
屋
さ
ん
の
た
め
に
無
料
働
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

上
田
宜
珍
庄
屋
を
例
に
と
る
と
、
文
化
六
年
高
浜
村
の
家
数
は
５

５
２
軒
な
の
で
、
×
３
、
つ
ま
り
述
べ
１
６
５
６
人
を
使
用
し
て
よ

い
こ
と
に
な
る
。
（
「
文
化
六
年

上
田
宜
珍
日
記
」
頭
注
）

前
記
宜
珍
日
記
に
よ
る
と
、
四
月
十
八
日
の
田
植
え
に
、
40
人
、

二
十
日
の
田
植
え
に
１
４
０
人
余
、
二
十
一
日
の
中
代
掻
き
に
三
十

人
余
、
二
十
二
日
の
田
植
え
に
２
０
０
人
余
、
計
４
１
０
人
以
上
の

助
夫
を
使
っ
て
い
る
。

十
八
日
の
田
植
え
面
積
は
、
約
１
町
歩
で
あ
り
、
そ
れ
に
40
人
の

人
を
必
要
と
し
て
い
る
。
当
時
の
農
作
は
人
力
中
心
と
は
い
え
、
多

く
の
人
を
必
要
と
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
多
人
数
を

使
え
る
庄
屋
だ
か
ら
こ
そ
、
必
要
以
上
の
人
が
出
た
と
も
言
え
な
く

も
な
い
が
。

先
の
近
代
年
譜
に
、
大
庄
屋
（
給
田
除
地
）
と
い
う
の
が
あ
る
。

こ
の
給
田
と
は
、
幕
府
か
ら
大
庄
屋
に
与
え
ら
れ
た
田
の
こ
と
だ
ろ

う
。

天
草
島
鏡
に
は
、
島
原
御
旧
領
の
砌
の
覚
書
の
一
項
、
（
32
）

大
庄
屋
田
畑
所
持
の
事
と
し
て
、
次
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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一

田
畑
２
町
９
反
６
畝
21
歩

内
２
町
４
反
６
畝
21
歩

手
作

御
領
組

五
郎
左
衛
門

一

同
２
町
９
反
９
畝
24
歩

内
２
町
４
反
６
畝
21
歩

手
作

志
岐
組

与
次
右
衛
門

一

同
２
町
８
反
５
畝
15
歩

内
２
町
５
畝
15
歩

手
作

本
戸
組

十
兵
衛

一

同
２
町
５
反
15
歩

内
１
町
８
反
15
歩

手
作

栖
本
組

与
右
衛
門

一

同
２
町
９
反
６
畝
３
歩

内
２
町
４
反
６
畝
３
歩

手
作

大
矢
野
組

三
郎
兵
衛

一

同
２
町
５
反
３
畝
歩

内
１
町
６
反
３
畝
歩

手
作

久
玉
組

伝
右
衛
門

一

同
２
町
４
反
４
畝
９
歩

内
１
町
６
反
４
畝
９
歩

手
作

一
町
田
組

伝
兵
衛

一

同
２
町
４
反
１
畝
３
歩

内
１
町
５
反
１
畝
３
歩

手
作

大
江
組

助
右
衛
門

一

同
２
町
４
反
１
畝
３
歩

内
１
町
５
反
１
畝
３
歩

手
作

井
手
組

次
兵
衛

10
組
の
内
、
砥
岐
組
の
表
記
が
な
い
。

天
草
郡
の
島
原
藩
主
兼
帯
支
配
は
二
次
に
於
い
て
行
わ
れ
た
。
島

原
旧
領
と
は
、
享
保
元
年
か
ら
明
和
五
年
ま
で
続
い
た
、
第
一
次
島

原
藩
主
兼
帯
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
忠
敬
測
量
の
時
は
、
第

二
次
島
原
藩
主
兼
帯
支
配
で
あ
っ
た
。

ま
た
次
に
（
33
）
大
庄
屋
小
庄
屋
除
地
の
事
と
し
て
。

一

大
庄
屋

上
田
２
反
歩
宛

給
地
除
引

上
畑
５
反
歩
宛

屋
床
除
引

一

小
庄
屋

上
畑
５
畝
歩
宛

屋
床
引

但
し
給
地
無
し

（
以
下
略
）

こ
う
し
て
み
る
と
、
大
庄
屋
各
位
、
ほ
ぼ
同
程
度
の
給
地
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

手
作
と
は
、
給
地
の
う
ち
、
除
地
を
除
い
た
も
の
、
つ
ま
り
課
税

対
象
の
土
地
だ
と
思
え
る
。
数
字
が
会
わ
な
い
の
は
、
除
地
が
上
畑

の
た
め
で
あ
る
た
め
か
。

ど
な
た
か
、
明
解
な
解
説
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
の

だ
が
。

大
庄
屋
、
庄
屋
の
職
務
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大
庄
屋
、
庄
屋
は
重
要
な
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
。
役
所
に
勤
務

す
る
役
人
は
極
め
て
少
な
く
、
微
に
入
り
細
に
い
る
行
政
は
で
き
ず
、

勢
い
村
役
人
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
庄
屋
、

庄
屋
は
た
く
さ
ん
の
業
務
を
抱
え
て
い
た
。

①
役
所
か
ら
の
布
達
を
村
人
へ
諭
告
及
び
役
所
と
の
対
応

②
年
貢
の
徴
収
と
納
庫

③
軽
微
な
警
察
的
事
務
（
村
の
治
安
）

④
訴
訟
及
び
不
動
産
売
買
や
質
入
れ
、
金
銭
貸
借
な
ど
の
証
書
の

奥
書
（
保
証
人
）

⑤
村
諸
帳
簿
の
整
備
及
び
保
管

⑥
風
紀
の
取
締

⑦
勧
業
（
村
産
業
の
振
興
）

⑧
救
血
（
困
り
人
の
救
済
）

⑨
邪
宗
門
の
取
締
等
々

⑩
巡
検
、
宗
門
改
め
等
の
廻
村
役
人
の
対
応

⑪
村
預
か
り
の
流
人
の
監
督
管
理

等
々
、
そ
の
業
務
は
数
限
り

な
い
。

現
在
で
い
え
ば
、
村
長
、
警
察
官
、
税
務
官
、
保
健
所
長
、
公
証

人
、
商
工
会
議
長
な
ど
な
ど
多
岐
に
渡
る
。

更
に
自
村
・
自
組
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
郡
全
体
の
こ
と
の
仕
事

も
多
々
あ
っ
た
。
一
村
の
庄
屋
で
あ
っ
た
宜
珍
の
日
記
を
見
る
と
、

区
長
ど
こ
ろ
か
、
他
村
に
ま
で
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
が
よ

く
分
か
る
。

村
に
よ
っ
て
は
特
有
の
仕
事
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
高
浜
村
上
田

庄
屋
は
、
異
国
船
対
策
の
遠
見
業
務
も
持
っ
て
い
た
。
フ
ェ
ー
ト
ン

号
事
件
（
文
化
五
年
）
に
際
し
て
は
、
村
防
衛
と
い
う
よ
り
、
郡
防

衛
の
た
め
、
村
人
を
組
織
し
て
、
軍
事
訓
練
さ
え
も
し
て
い
る
。

例
を
挙
げ
る
と
き
り
が
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
大
変
な
激
務
で
あ
っ

た
様
だ
。

苗
字
帯
刀

大
庄
屋
も
庄
屋
も
、
身
分
は
当
然
百
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
苗
字

は
正
式
に
名
乗
れ
な
か
っ
た
が
、
後
年
に
な
り
徐
々
に
苗
字
や
帯
刀

が
許
さ
れ
て
い
る
。

明
和
七
年
（
１
７
７
０
）
大
庄
屋
へ
苗
字
御
免
。

寛
政
八
年
（
１
７
９
６
）
大
庄
屋
へ
帯
刀
御
免
、
庄
屋
、
町
役
人

へ
苗
字
永
代
御
免
。

文
化
二
年
（
１
８
０
５
）
大
庄
屋
見
習
い
に
帯
刀
、
庄
屋
見
習
い

に
苗
字
御
免
。

こ
れ
と
は
別
に
、
特
定
の
個
人
に
も
例
外
的
に
特
別
御
免
が
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
上
田
宜
珍
は
、
庄
屋
で
あ
っ
た
が
、
文
化
五
年
（
１

８
０
７
）
に
佩
刀
を
許
さ
れ
、
大
庄
屋
格
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。

苗
字
御
免
以
前
の
公
文
書
に
は
、
苗
字
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

御
免
以
後
は
苗
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

（
例
）

御
領
村

五
郎
左
衛
門

↓

御
領
村

長
岡
五
郎
左
衛

門
。蛇

足
な
が
ら
、
帯
刀
と
は
。

帯
刀
と
い
う
と
、
単
に
刀
を
帯
び
る
事
と
思
い
が
ち
だ
が
、
短
い
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刀
つ
ま
り
脇
差
な
ら
、
町
民
で
も
帯
び
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
だ
。

即
ち
帯
刀
と
は
、
一
定
以
上
の
長
さ
の
刀
を
帯
び
る
こ
と
が
出
来
る

と
い
う
こ
と
で
、
即
ち
二
本
差
し
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
一
定
の
長
さ
の
刀
と
は
、
２
尺
以
上
で
、
定
寸
は
２
尺
３

寸
か
ら
４
寸
で
あ
る
。
脇
差
は
、
１
尺
以
上
２
寸
以
下
。
定
寸
は
１

尺
４
寸
位
。

ド
ラ
マ
「
水
戸
黄
門
」
に
よ
る
と
、
実
際
は
武
士
だ
が
、
町
人
を

装
っ
て
い
る
助
さ
ん
、
格
さ
ん
が
脇
差
を
帯
び
て
い
る
の
に
も
納
得

が
い
く
か
と
思
う
。
ま
た
映
画
で
清
水
次
郎
長
ド
ラ
マ
な
ど
で
、
武

士
で
な
い
ヤ
ク
ザ
が
刀
を
差
し
て
い
る
の
も
う
な
ず
け
る
。
た
だ
し
、

彼
ら
は
一
刀
差
し
で
あ
り
、
二
刀
は
帯
び
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
一
般
の
百
姓
が
脇
差
と
は
い
え
、
刀
を
帯
び
る
こ
と
は

許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

伊
能
忠
敬
や
上
田
宜
珍
の
肖
像
画
を
見
る
と
、
脇
差
を
帯
び
て
、

大
刀
を
横
に
置
い
て
い
る
が
、
要
は
こ
の
よ
う
に
二
本
差
し
が
許
さ

れ
る
の
が
、
帯
刀
御
免
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
帯
刀
と
は
、
外
出
時
に
刀
を
帯
び
る
こ
と
が
出
来
る
事
で

あ
り
、
役
所
に
出
頭
す
る
時
は
、
刀
を
帯
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
定
寸
２
尺
３
寸
と
は
、
約
70
セ
ン
チ
。
こ
の
帯
刀

が
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
頑
な
な
身
分
制
度
の
中
、
農

民
階
層
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
名
誉
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、

身
分
は
百
姓
に
変
わ
り
な
か
っ
た
が
。

た
だ
、
今
日
の
我
々
が
陥
り
や
す
い
点
だ
が
、
同
じ
百
姓
身
分
で

も
、
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
身
分
的
に
は
こ
の
大
庄

屋
、
庄
屋
か
ら
、
本
百
姓
（
高
持
ち
百
姓
）
と
続
き
、
最
下
層
は
そ

れ
こ
そ
水
呑
百
姓
と
称
さ
れ
る
人
ま
で
階
層
が
あ
っ
た
。

大
庄
屋
と
庄
屋
間
で
も
身
分
格
差
が
あ
っ
た
。
一
つ
の
例
と
し
て
、

忠
敬
測
量
の
20
日
目
、
11
月
５
日
、
高
浜
村
か
ら
富
岡
町
へ
移
動
し

た
測
量
隊
と
付
添
連
の
一
行
。

巡
廻
日
記
に
、
「
大
庄
屋

衆
中
駕
籠
ゟ
出
立
、
庄
屋
衆

中
鞍
馬
ゟ
」
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
、
大
庄
屋
は
駕
籠
で
、

庄
屋
は
鞍
馬
で
移
動
し
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
一
般
の
百

姓
は
鞍
馬
に
も
乗
れ
な
か
っ

た
や
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

よ
う
な
。

一
般
百
姓
の
身
分
に
戻
る
。

こ
れ
を
高
浜
村
に
つ
い
て
見

る
と
、
階
層
の
比
率
が
よ
く

分
か
る
。
た
だ
、
名
子
の
意

味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

筆
者
の
考
え
る
と
こ
ろ
、
名

子
と
は
土
地
を
持
た
な
い
小

作
農
で
、
水
呑
と
は
小
作
も

出
来
ず
日
雇
い
等
で
生
き
て
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無高水

呑（軒）

高浜村
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い
る
農
民
で
あ
ろ
う
か
。

他
地
域
は
知
ら
な
い
が
、
天
草
は
、
支
配
者
層
の
武
士
は
絶
対
的

に
少
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
的
に
村
政
は
武
士
に
よ
る
支

配
で
な
く
、
か
な
り
の
制
限
付
き
で
は
あ
る
が
、
自
治
制
が
あ
っ
た

と
も
言
え
る
。
そ
の
た
め
実
務
的
に
は
大
庄
屋
・
庄
屋
支
配
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
の
権
威
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思

え
る
。

世
襲
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
村
殿
様
的
な
権
威
を
持
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

大
庄
屋
庄
屋

対

百
姓
及
び
義
民
大
庄
屋
庄
屋

た
だ
、
い
く
ら
封
建
制
社
会
の
世
と
は
い
え
、
徳
川
政
権
も
後
半

期
に
な
る
と
、
民
衆
の
民
権
意
識
も
高
ま
り
、
御
上
（
政
治
）
に
対

す
る
集
団
的
な
抗
議
活
動
が
始
ま
る
。
勿
論
、
不
平
不
満
不
安
が
な

け
れ
ば
起
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
主
た
る
不
満
は
、
気
象
災
害
に
よ

る
不
作
と
重
税
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
抗
議
活
動
は
、
天
草
だ
け

で
は
な
く
、
全
国
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
は
民
主
主
義
的
な
世

で
な
く
、
当
然
の
如
く
、
陳
情
で
は
ま
ま
な
ら
ず
、
直
接
暴
力
的
行

動
に
走
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

た
だ
今
日
と
違
う
の
は
、
直
接
御
上
に
対
す
る
抗
議
で
は
な
く
、

身
近
に
直
接
関
係
し
て
い
る
人
々
へ
の
抗
議
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
抗
議
の
先
は
、
支
配
者
と
百
姓
の
中
に
位
置
す
る
、

つ
ま
り
今
日
的
な
中
間
管
理
職
で
あ
り
な
が
ら
、
分
限
者
と
云
わ
れ

る
金
持
ち
に
属
す
る
庄
屋
連
に
、
ま
ず
抗
議
が
向
け
ら
れ
る
の
は
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
百
姓
一
揆
と
括
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
揆
の
中
身
は
各

地
各
様
で
あ
る
。

天
草
は
、
幕
領
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
領
と
比
べ
比
較
的
穏
や

か
な
支
配
体
制
だ
っ
た
の
で
、
細
川
熊
本
藩
と
比
べ
て
も
、
そ
の
今

日
的
に
言
う
民
主
的
活
動
は
多
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
人
々
の
抗
議
活
動
が
、
最
高
点
に
達
し
た
の
が
、
弘

化
四
年
の
い
わ
ゆ
る
「
弘
化
大
一
揆
」
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
こ
の

一
揆
に
加
わ
っ
た
人
々
の
数
に
し
て
、
か
つ
ほ
と
ん
ど
天
草
全
土
に

及
ん
だ
こ
と
か
ら
、
〝
第
二
の
天
草
の
乱
〟
と
称
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
彼
ら
が
起
こ
し
た
行
動
は
、
人
に
危
害
を
加
え
な
い
、
家

に
被
害
を
与
え
な
い
等
、
あ
る
意
味
秩
序
正
し
い
行
動
で
あ
っ
た
と

い
う
点
だ
。

そ
れ
は
、
御
上
に
対
す
る
反
乱
で
は
な
く
、
天
草
の
民
か
ら
収
奪
、

そ
の
富
を
独
占
し
て
い
る
富
裕
層
（
銀
主
・
庄
屋
）
に
対
し
て
の
抗

議
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
根
底
は
御
上
に
対
す
る
抗
議
で
あ
っ

た
が
。

し
か
し
、
歴
史
は
面
白
い
。

そ
の
行
動
に
、
な
ん
と
、
大
庄
屋
・
庄
屋
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
被
害
を
受
け
た
側
で
は
な
く
、
そ
の
行
動

を
起
こ
し
た
側
と
し
て
。
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そ
の
突
破
口
を
開
い
た
の
が
、
御
領
組
大
庄
屋
長
岡
興
就
。
そ
の

あ
と
実
践
部
隊
の
長
と
し
て
働
い
た
の
が
、
栖
本
村
庄
屋
永
田
隆
三

郎
で
あ
る
。

彼
ら
大
庄
屋
・
庄
屋
は
、
現
在
的
に
言
う
と
、
中
間
管
理
職
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
上
に
付
く
か
、
あ
る
い
は
下
の
意
見
を
尊
重
す

る
か
で
、
彼
ら
自
身
が
大
い
に
悩
む
所
で
あ
る
、
し
か
も
、
絶
対
的

に
権
力
が
強
い
時
代
で
あ
る
。
そ
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
、
彼
ら
二
人

は
、
敢
然
と
身
を
挺
し
て
、
民
衆
の
側
に
立
っ
た
。
結
局
強
大
な
権

力
に
は
十
分
な
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
二
人
は
、
今
も

義
人
と
称
え
ら
れ
て
い
る
。

栖
本
村
の
永
田
隆
三
郎
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い

が
、
御
領
村
大
庄
屋
の
長
岡
興
就
の
祖
は
、
か
つ
て
大
坂
の
陣
で
細

川
本
流
が
徳
川
に
付
い
た
中
、
あ
え
て
大
坂
方
に
組
し
た
興
秋
で
あ

る
。
そ
の
権
力
に
対
し
て
の
反
骨
精
神
が
、
生
き
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
愚
考
で
あ
る
が
。

こ
の
細
川
興
秋
に
つ
い
て
、
近
代
年
譜
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ

る
。

元
和
元
年

六
、
六

細
川
忠
興
の
次
子
長
岡
與
五
郎
興

秋
、
先
に
脱
走
し
て
豊
臣
秀
頼
に
属
す
。
落
城
に
は
身
を
以
っ

て
遁
れ
。
京
師
（
松
井
家
所
領
地
）
稲
荷
山
東
林
寺
に
潜
む
。

徳
川
氏
を
憚
る
父
君
忠
興
の
強
要
に
て
、
こ
の
日
同
所
に
於

い
て
神
妙
に
自
刃
す-

-
-
-
-

と
は
名
の
み
。
そ
の
実
、
説
得
役

松
井
右
近
の
計
ら
い
に
て
一
命
を
完
う
し
、
暫
く
尾
州
春
日

郡
小
田
井
村
に
忍
び
、
後
天
草
に
伴
わ
れ
御
領
村
に
隠
匿
す
。

扈
従
の
臣
長
野
幾
右
衛
門
、
渡
邊
九
郎
兵
衛
の
両
名
、
何
れ

も
同
村
に
居
つ
く
。
時
に
興
秋
年
三
十
三
、
隣
村
佐
伊
津
中

村
半
太
夫
方
に
同
居
の
某
女
（
当
時
十
八
九
歳
）
を
入
れ
て

妾
と
な
す
。
す
な
わ
ち
同
女
、
富
岡
番
代
関
主
水
の
娘
と
い

う
触
れ
込
み
な
る
も
、
実
父
は
立
家
彦
之
進
と
云
え
る
寺
沢

藩
中
名
だ
た
る
士
、
密
か
に
大
坂
方
に
参
じ
、
遂
に
帰
ら
ず

な
り
し
ま
ま
、
唐
津
を
立
ち
退
き
主
水
手
頼
り
に
来
島
、
随

伴
の
家
従
中
村
半
太
夫
と
共
に
佐
伊
津
村
へ
仮
寓
中
な
り
し

な
り
。
依
っ
て
一
子
與
吉
を
生
み
、
長
じ
て
興
季
と
名
乗
る
、

之
れ
天
草
長
岡
家
の
始
祖
に
て
、
後
挙
げ
ら
れ
御
領
組
大
庄

屋
と
為
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
義
民
的
な
大
庄
屋
、
庄
屋
が
い
る
一
方
、

権
力
者
の
側
に
付
く
大
庄
屋
、
庄
屋
が
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。

先
に
述
べ
た
弘
化
の
大
一
揆
で
は
、
銀
主
と
共
に
次
の
庄
屋
が
打

ち
毀
し
に
あ
っ
て
い
る
。

河
内
村
庄
屋

吉
田
廉
之
助

下
浦
村
庄
屋

金
子
治
十
郎

志
柿
村
庄
屋

永
野
九
郎
兵
衛

大
島
子
村
庄
屋

益
田
仲
左
衛
門

小
島
子
村
庄
屋

吉
田
謙
之
助
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上
津
浦
村
庄
屋

脇
山
佐
七
郎

赤
崎
村
庄
屋

北
野
織
部

須
子
村
庄
屋

落
合
熊
次

楠
甫
村
庄
屋

高
城
芳
吉

教
良
木
村
庄
屋

植
村
守
助

浦
村
庄
屋

小
松
彦
太
郎

亀
川
村
庄
屋

渡
辺
六
左
衛
門

町
山
口
村
庄
屋

大
谷
小
十
郎

枦
宇
土
村
庄
屋

小
林
和
仲
太

本
戸
馬
場
村
大
庄
屋

木
山
十
兵
衛

広
瀬
村
庄
屋

堀
田
啓
吾

佐
伊
津
村
庄
屋

中
村
吉
郎
右
衛
門

鬼
池
村
庄
屋

？

上
野
原
村
庄
屋

鶴
田
仁
兵
衛

城
木
場
村
庄
屋

金
子
半
左
衛
門

井
手
村
大
庄
屋

長
島
市
郎
左
衛
門

彼
ら
は
悪
徳
大
庄
屋
、
庄
屋
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
一
揆
は
天

草
郡
全
土
で
展
開
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
28
ヶ
村
の
こ
れ
ら
村
々

で
打
ち
毀
し
が
あ
っ
た
た
め
、
不
幸
な
庄
屋
と
言
え
な
く
も
な
い
。

一
方
打
ち
毀
し
に
あ
っ
て
い
な
い
庄
屋
村
は
、
打
ち
毀
し
の
あ
っ

た
地
域
で
は
、
古
江
村
、
宮
田
村
、
内
田
村
、
馬
場
村
、
瀬
戸
村
、

御
領
村
の
み
で
あ
る
。
古
江
村
は
永
田
、
御
領
村
は
長
岡
の
村
で
あ

る
。こ

う
し
て
み
る
と
、
打
ち
毀
し
に
あ
っ
て
い
る
の
が
多
く
、
民
権

意
識
が
高
ま
っ
た
幕
末
期
は
、
大
庄
屋
、
庄
屋
は
ほ
と
ん
ど
村
人
か

ら
嫌
わ
れ
て
い
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。

（
再
び
）
苗
字
帯
刀
に
つ
い
て

苗
字
帯
刀
願
い
と
御
免

『
天
草
島
鏡
』
に
「
大
庄
屋
庄
屋
苗
字
帯
刀
御
免
被
仰
付
候
様
願

書
並
御
支
配
よ
り
お
伺
書
之
事
」
と
い
う
項
目
で
、
大
庄
屋
、
庄
屋

の
苗
字
帯
刀
御
免
願
い
と
、
勘
定
所
か
ら
の
お
許
し
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

ま
ず
願
い
書
を
見
て
み
る
と
。

苗
字
帯
刀
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
許
可
が
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い

た
が
、
鈴
木
代
官
以
前
は
、
苗
字
帯
刀
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
不
許
可
に
な
っ
た
の
は
、
天
草
島
原
の
乱
で
、
荒
廃
し
た

村
へ
多
く
の
浪
人
（
当
然
苗
字
帯
刀
）
が
入
り
こ
み
、
帰
農
し
た
た

め
、
そ
の
対
策
と
し
て
彼
ら
に
、
苗
字
帯
刀
を
取
り
上
げ
、
同
時
に

整
合
性
を
図
る
た
め
、
大
庄
屋
庄
屋
か
ら
も
、
苗
字
帯
刀
を
取
り
上

げ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
天
草
の
情
勢
は
、
高
（
生
産
高
）
の
割
に
は
異
常
に
人

口
が
増
え
、
し
た
が
っ
て
困
窮
化
が
進
み
、
世
の
中
が
不
穏
に
な
っ

て
き
た
。
そ
れ
を
取
り
仕
切
る
村
役
人
が
、
苗
字
も
な
く
帯
刀
も
で

き
な
い
の
で
は
、
威
厳
が
無
く
、
俗
語
で
い
え
ば
な
め
ら
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
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ま
た
唐
船
漂
着
の
際
の
抜
け
荷
対
策
等
の
役
目
の
際
、
長
崎
へ
の

年
貢
廻
船
の
時
も
、
役
威
が
な
い
た
め
困
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
苗
字
帯
刀
を
お
許
し
願
い
た
い
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
帯
刀
に
つ
い
て
は
、
常
態
で
な
く
、
必
要
に
応
じ
殿
様

よ
り
の
貸
刀
で
も
い
い
と
も
言
っ
て
い
る
。

昔
の
文
書
は
、
誰
か
ら
誰
へ
と
い
う
こ
と
が
、
い
ま
い
ち
分
か
り

に
く
い
。
願
い
の
文
書
は
、
①
庄
屋
か
ら
富
岡
役
所
へ
。
②
富
岡
役

所
か
ら
幕
府
（
勘
定
所
）
へ
。
③
そ
し
て
勘
定
所
の
許
可
。
④
富
岡

役
所
か
ら
庄
屋
へ
の
申
し
渡
し
の
４
文
書
が
あ
る
よ
う
だ
。

結
局
、
願
い
が
通
じ
て
、
大
庄
屋
へ
は
帯
刀
（
大
庄
屋
へ
の
苗
字

は
既
に
御
免
）
、
村
々
の
庄
屋
、
富
岡
町
年
寄
、
庄
屋
へ
は
苗
字
を

名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
庄
屋
へ
の
帯
刀
は
許
さ

れ
ず
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
許
可
が
あ
っ
た
と
い
う
。
時
す
で
に
遅

し
で
あ
っ
た
。

以
下
、
長
く
な
る
が
、
同
文
書
を
掲
載
す
る
。
た
だ
し
、
読
み
や

す
く
す
る
た
め
筆
者
に
よ
り
、
区
切
り
、
改
段
、
旧
字
を
現
代
字
へ
、

ま
た
ち
ょ
っ
と
し
た
用
語
の
説
明
等
を
施
し
た
。
た
だ
し
、
筆
者
は

古
文
書
の
知
識
は
無
い
の
で
、
間
違
っ
て
い
る
点
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
を
、
了
解
い
た
だ
き
た
い
。
正
解
を
期
し
た
い
方
は
、
ぜ

ひ
本
文
に
接
し
て
ほ
し
い
。

参
考
ま
で
に
、
『
天
草
島
鏡
』
は
入
手
困
難
な
の
で
、
普
及
版
？

と
し
て
『
天
草
郡
史
料

第
壱
輯
』
名
著
出
版
が
あ
る
。

大
庄
屋
庄
屋
苗
字
帯
刀
御
免
被
仰
付
候
様
願
書
並

御
支
配
ゟ
御
伺
書
之
事

以
書
付
申
上
候
御
事

一
当
郡
庄
屋
共
帯
刀
苗
字
御
免
被
仰

付
候
様

去
丑
春
中
御
願
申
上

候
処

寛
永
年
中
御
差
留
に
相
成
如
何
の
訳
に
て
相
止
候
哉
の
儀

此
度
御
尋
に
付
申
上
候

当
郡
の
儀
は
往
古
年
久
敷
郷
士
領
知
に
て
罷
在

郷
士
頭
五
人
有

之
右
五
人
の
下
知
に
随
ひ
村
々
へ
自
作
等
仕
住
居
仕
居
候
郷
士

の
内
人
柄
御
撰

村
々
へ
庄
屋
役
御
定

苗
字
帯
刀
仕
来
候
由
然

処

天
正
六
子
年
右
五
人
衆
敗
亡
に
及

翌
丑
年
よ
り
小
西
摂
津

守
様
御
領
知
に
相
成
候
処

村
々
庄
屋
共
は
其
儘
被
差
置

夫
よ

り
加
藤
主
計
頭
様
御
領
知
に
相
成

慶
長
七
寅
年
よ
り
寛
永
十
四

丑
年
迄
寺
澤
志
摩
守
様

同
兵
庫
頭
様
御
領
知
之
砌
迄

村
々
庄

屋
共
は
不
相
替
苗
字
帯
刀
仕
相
勤
来
申
候
由
に
候
処

寛
永
十
四

丑
年
当
郡
切
支
丹
一
揆
騒
動
に
付
村
々
庄
屋
共
散
々
に
相
成
候
に

付

同
十
五
寅
よ
り
辰
年
迄
三
ケ
年
山
崎
甲
斐
守
様
御
領
知
の
間

右
庄
屋
筋
目
の
者
段
々
御
糺
庄
屋
役
御
取
立
に
相
成
候

内
同

十
八
巳
年
御
代
官
鈴
木
三
郎
九
郎
様
御
支
配
に
相
成
候
て

右
筋

目
の
者
絶
え
候
分
は
新
に
人
柄
御
撰
御
取
立

村
々
へ
不
残
庄
屋

役
御
定
被
遊
候
節

当
郡
の
儀
は
離
島
に
て
人
気
も
不
宜
場
所
と
申
別
て

御
役
威

も
無
之
候
て
は
難
相
済
趣
に
て

他
国
と
違
庄
屋
共
へ
御
高
五
斗
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宛
之
積
上

畑
五
畝
歩
宛
御
除
免
地
其
節
よ
り
被

仰
付
候
て
是

迄
相
続
仕
来
申
候

尤
帯
刀
の
儀
は
他
国
へ
罷
出
候
節
計
仕
候
様

被

仰
付
苗
宇
計
相
名
乗
居
候
由
然
処

鈴
木
様
御
支
配
之
頃
迄

は
右
一
揆
敗
亡
後
に
て
農
業
相
稼
候
者

村
々
不
足
仕
候
故
諸
浪

人
共
他
国
よ
り
入
来
候
儀
御
免
に
て

追
々
相
集
百
姓
に
在
付
申

候
場
所
に
て
浪
人
の
儀
は
苗
字
帯
刀
仕
罷
在
候
由

其
後
段
々
入

来
候
浪
人
も
多
く
村
々
に
住
居
仕
候
に
付

縦
以
前
武
士
た
り
共

百
姓
に
在
付
候
も
の
は

苗
字
帯
刀
不
仕
候
様
御
代
官
様
よ
り
被

仰
渡
依
之
庄
屋
の
儀
も
苗
字
相
名
乗
候
て
は

浪
人
共
の
気
請

も
不
宜
候
に
付

庄
屋
共
も
先
苗
字
書
不
申
候
様
被

仰
聞
一
統
苗
字
書
不
申
候
様
其
節
よ
り
相
成
候
由

申
伝
に
御

座
候

尤
庄
屋
共
は
追
々
古
来
の
通
苗
字
相
願
は
ゞ

又
々
書
候

様
可
被
仰
付
趣
も
御
座
候
由
に
候
得
共

年
来
押
移
り
日
田
御
支

配
の
節
も

村
々
庄
屋
共
苗
字
御
免
被
下
候
様
の
御
願
は
不
申
上

候

其
節
は
他
国
取
合

尚
又
日
田
表
御
用
の
節
道
中
帯
刀
苗
字

馬
等
は
御
免
被

仰
付
相
勤
候
儀
に
御
座
候

且
又
村
々
庄
屋
中

も
苗
字
御
免
被
下

候
様
御
願
申
上
候
は
ゞ

追
々
表
向
相
名
乗
候
様
可
被
仰
付
趣
も

御
座
候
由
の
処

間
も
な
く
郡
中
庄
屋
共
其
儘
に
御
引
渡
に
相
成

候
に
付

去
春
大
庄
屋
中
よ
り
も
御
願
申
上
候
通

当
郡
の
儀
は

元
来
他
国
よ
り
入
来
集
候
百
姓
殊

離
島
に
て
一
体
人
気
区
々
（
ば

ら
ば
ら
で
ま
と
ま
り
な
い
）
に
御
座
候
上

先
年
と
違
人
高
も
多
相

成
近
年
百
姓
困
究
（
困
窮
）
仕
候
旁
に
付

弥
々
（
い
よ
い
よ
）
人

気
治
兼
村
方
取
押
も
行
届
兼
申
候

畢
竟
村
々
下
勝
の
様
罷
成
併

御
役
儀
を
も

軽
め
候
様
相
成
候
故
の
儀
と
奉
存
候

殊
に
唐
船
漂
着
の
場
所
に
て
抜
荷
等
の
御
吟
味
も

御
役
儀
軽

候
様
御
座
候
て
は
行
届
兼
候
儀
も
難
計
奉
存
候
に
付

被
為
相
叶

候
儀
に
御
座
候
は
ゞ

庄
屋
共
一
統
願
の
通
被

仰
付
被
下
置
候

様
本
願
上
候

尤
帯
刀
之
儀
は
常
体
相
用
申
事
と
は
存
不
申
全

御
公
儀
様
よ
り
の
御
免
を
奉
願
候
儀
に
て
も
無
御
座
以
御
憐
愍

殿
様
よ
り
御
貸
刀
被
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候

左
無
候
て
は

他
国
取
合
尚
叉
当
郡
御
年
貢
長
崎
御
廻
米
船
上
乗
に
庄
屋
共
罷
越

候
節

船
頭
水
主
共
迄
御
役
儀
軽
め
候
様
御
座
候
て
は

船
中
取

締
も
届
兼
旁
に
付
御
貸
刀
被

仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
儀
に
御

座
候

何
卒
御
憐
憫
を
以

右
苗
字
御
見
並
御
貸
刀
之
儀
願
の
通

被
仰
付
被
下
置
候
様
宜
敷
被
仰
上
可
被
下
候
以
上

寛
政
六
寅
五
月

天
草
郡
中
村
々

庄
屋
共

富
岡

御
役
所

覚

肥
後
国
天
草
郡

大
庄
屋
十
人

右
者
松
平
主
殿
頭
御
預
所
肥
後
国
天
草
郡

高
二
万
三
千
石
余

之
処

人
数
十
一
万
五
千
人
余
有
之

十
組
に
相
分
り

一
組
に

大
庄
屋
一
人
宛
罷
在
候

右
大
庄
屋
共
之
儀
往
古
よ
り
苗
字
相
名

乗

帯
刀
仕
相
勤
来
候
処

寛
永
年
中
如
何
様
の
子
細
御
座
候
哉

苗
字
帯
刀
相
止
候
由
右
相
止
候
儀
年
久
敷
儀
に
て
巨
細
相
知
不

申
候
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其
後
正
徳
三
巳
年
諸
国
一
統
大
庄
屋
割
元
等
之
儀
御
停
止
被

仰
出
候
節
も
天
草
郡
之
儀
は
離
島
に
て

寛
永
年
中
切
支
丹
騒
動

御
仕
置
已
後
人
排
底
に
相
成

他
国
よ
り
入
人
多
被
仰
付
候
場
所

に
て

猥
成
儀
も
出
来
可
申
大
庄
屋
無
之
て
は
不
相
成
旨

室
七

郎
左
術
門
様
御
代
官
所
之
節
御
伺
有
之
候
処
自
余
之
例
に
は
成
間

敷
候
得
共

前
々
之
通
申
付
候
様
置
御
證
文
を
以
被
仰
付
候
場
所

に
て

大
庄
屋
相
立
居
申
候

明
和
六
丑
年
揖
斐
十
太
夫
様
御
支

配
之
節

御
伺
有
之
地
役
人
の
内
十
三
人
御
暇
被
下
置

右
勤
方

之
主
役
歩
一
運
上
取
立
之
儀
大
庄
屋
十
人
へ
相
勤
候
様
被

仰
付

候
其
節
苗
字
相
名
乗
候
様
被

仰
付
候
帯
刀
之
儀
勤
方
出
精
之
上

相
伺
申
旨

揖
斐
十
大
夫
様
よ
り
申
立
有
之
候
処

何
れ
も
出
精

相
勤
御
運
上
取
立
方
聊
抜
（
い
さ
さ
か
ぬ
か
り
）
も
無
御
座
候

天

草
郡
之
儀
は
前
断
之
通
人
高
多

離
島
に
て
一
体
人
気
も
区
々
（
ば

ら
ば
ら
）
に
有
之
候
上

先
年
と
違
所
不
相
応
人
高
も
多
罷
成

近

年
百
姓
困
究
旁
に
付
弥
々
人
気
も
悪
敷
治
兼

村
方
取
押
役
威
軽

く
御
座
候
て
は
制
方
も
行
届
策

且
唐
船
漂
着
も
折
々
有
之
抜
荷

等
之
改
も
大
庄
屋
共
前
々
よ
り
仕
来
申
候
間

往
古
之
通
帯
刀
御

免
被
仰
付
候
様
仕
度
奉
存
候

同
国
同
郡
富
岡
町

年
寄
二
人

庄
屋
一
人

右
之
者
共
前
々
よ
り
大
庄
屋
同
様
の
格
合
に
て
相
勤
申
候

大
庄

屋
共
は
明
和
六
丑
年
苗
字
相
名
乗
候
様
被
仰
付
候
処

右
年
寄
庄

屋
之
儀
は
其
儀
無
御
座
候

大
庄
屋
と
見
合
も
有
之
候
処
無
苗
字

に
て
は
格
別
相
劣
役
威
軽
相
成

自
然
と
申
付
行
届
不
申
候
様
相

成

其
上
唐
船
漂
着
等
有
之
候
得
は
抜
荷
等
之
改
も
仕
殊

御
陣

屋
下
町
場
之
支
配
も
仕
候
儀
に
御
座
候
間

以
前
之
通
苗
字
御
免

被
仰
付
候
様
仕
度
奉
存
候

同
国
同
郡
村
々
庄
屋

七
十
四
人

右
天
草
郡
八
十
八
ケ
村
之
内

当
時
七
十
四
ケ
村
庄
屋
有
之
其
余

は
大
庄
屋
直
取
扱
又
は
兼
帯
仕
相
勤
居
中
候
処

離
島
に
て
人
気

偏
屈
に
有
之
其
上
高
不
和
応
多
人
数
に
相
成
所
出
産
の
穀
類
に
て

は
夫
食
等
之
年
増
困
究
仕
候
故
か
近
年
百
姓
共
色
々
願
事
等
相
立

村
役
人
之
申
付
も
不
相
用
様
々
出
入
事
相
企

郡
中
不
平
に
有

之
下
勝
の
様
罷
成
畢
竟
村
々
庄
屋
共
役
威
も
自
然
と
薄
和
成
候
様

御
座
候
間

右
庄
屋
共
苗
字
御
見
被
成
下
候
は
ゞ
役
威
も
不
軽
様

罷
成

郡
中
治
方
に
も
成
行
可
申
哉

近
国
私
領
長
崎
表
間
近
の

場
所
に
御
座
候
処

役
立
候
者
共
何
れ
も
苗
字
相
名
乗
候
処

天

草
郡
村
々
庄
屋
共
之
儀
は
無
苗
字
に
付

近
国
掛
合
等
に
も
自
然

と
役
儀
も
軽
く
相
成
申
候

旦
又
天
草
郡
の
儀
は
唐
般
漂
着
も
間
々

有
之
抜
荷
改
も
仕
候
処

役
威
無
御
座
候
て
は
締
方
行
届
兼
候
間

何
卒
村
々
庄
屋
共
一
統
以
前
之
通
苗
字
御
兎
被
成
下
候
様
仕
度

奉
存
候

右
申
上
候
通
一
体
人
気
不
宜
所
柄
に
て
別
て
近
年
は

一
統
困
究

仕
候

故

無
筋
之
願
事
等
百
姓
共

大
勢
合
足
仕
候
て
は
申
出
候
儀
間
々

有
之

村
役
人
取
押
方
至
て
心
痛
仕
候
得
共

役
威
も
無
御
座
候
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て
は
下
方
相
治
兼
申
候

尤
右
之
通
村
用
繁
事
之
中
に
も

諸
事

心
掛
能
出
精
相
勤
年
々
見
取
場
開

等
無
油
断
申
付
既
去
る
子
年

開

新
田
高
二
百
十
八
石
余
御
高
入
に
相
成
申
候

右
旁
々
に
付

前
文
伺
之
通
被
仰
付
候
は
ゞ

村
方
取
押
方
は
勿
論

諸
向
存
入

能
勤
方
相
働
候
様
可
仕
候
間

右
申
上
候
通
被
仰
付
候
様
仕
度
奉
存
候

依
之
寛
永
年
中
苗
字

帯
刀
相
止
申
候
節
之
訳

村
方
得
と
相
糺
候
得
共

年
久
敷
儀
に

て
証
拠
書
面
等
も
無
御
座
申
伝
計
の
趣

別
紙
之
通
申
出
候

然

共
前
書
申
上
候
通
天
草
の
儀
は
寛
永
年
中
切
支
丹
騒
動
御
仕
置
以

後

他
国
よ
り
入
人
多
人
気
区
々
に
有
之
一
般
離
島
故
気
質
辺
屈

に
片
詰
り
候
所
柄

其
上
以
前
と
違
所
不
相
応
多
人
数
に
相
成

近
年
百
姓
困
究
労
弥
人
気
悪
敷
無
筋
之
願
事
等

百
姓
大
勢
合
足

仕
申
候
様
成
儀

間
々
有
之
此
上
は
村
役
人
取
押
方
役
威
無
之
候

て
は

下
方
難
相
治
候
間
何
分
伺
之
通

大
庄
屋
帯
刀
町
役
人
村
々

庄
屋
苗
字
御
免

被
仰
付
候
様
仕
度
奉
存
候

則
村
方
よ
り
差
出

候
別
紙
書
付
一
通
相
添
此
段
奉
伺
候
以
上

寛
政
七
卯
年
五
月

松
平
主
殿
頭
家
来

川
口
長
兵
衛
印

御
勘
定
所

（
役
人
名

12
名
略
）

表
書
よ
り
肥
後
国
天
草
郡
大
庄
屋
十
人
帯
刀
之
儀
差
免

同
郡
富

岡
町
年
寄
庄
屋
並
七
十
四
ケ
村
庄
屋
之
儀
は

一
同
苗
字
相
名
乗

候
儀
可
被
差
免
候
段
は
本
文
に
有
之
候
以
上

辰
八
月

（
役
人
名

13
名

略
）

申

渡

肥
後
国
天
草
郡

村
々
庄
屋

七
十
四
人

右
天
草
郡
八
十
八
ケ
村
之
内

当
時
七
十
四
ケ
村
庄
屋
有
之

其

余
は
大
庄
屋
直
取
扱
又
は
兼
帯
仕
相
動
居
申
候
処

離
島
に
て
人

気
偏
屈
に
有
之
其
上

高
不
相
応
多
人
数
に
相
成
所

出
産
之
穀

類
に
て
は
夫
食
等
乏
年
増
に
困
究
仕
候
故
か

近
年
百
姓
共
色
々

願
事
等
相
立

村
役
人
之
申
付
も
不
相
用
様
々
出
入
事
相
企

郡

内
不
平
に
有
之
下
勝
之
様
罷
成

畢
竟
村
々
庄
屋
共
役
威
も

自

然
と
薄
相
成
候
様
御
座
候
間

右
庄
屋
共
苗
字
御
免
被
成
下
候
は
ヽ

役
威
も
不
軽
様
罷
成

郡

中
治
方
に
も
成
行
可
申
哉

近
国
私
領
長
崎
表
間
近
の
場
所
に
御

座
候
処

役
立
候
者
共
何
れ
も
苗
字
相
名
乗
候
処

天
草
郡
村
々

庄
屋
共
儀
は
無
苗
字
に
付

近
国
掛
合
等
に
も
自
然
と
役
儀
も
軽

相
成
申
候
且

又
天
草
郡
の
儀
は
唐
船
漂
着
も
間
々
有
之
抜
荷
等

改
も
仕
候
処

役
威
無
御
座
候
て
は
締
方
行
届
乗
候
間
何
卒
村
々

庄
屋
共
一
統
以
前
之
通
苗
字
御
兎
被
成
下
候
様
仕
度
奉
存
候

右
之
趣
を
以
て
江
戸
御
勘
定
所
へ
御
伺
書
被
差
出
候
処

去
月
五

日
於
御
勘
定
所
伺
之
苗
字
差
免
候
様
被
仰
出
難
有
事
に
候

以
来

前
断
之
趣
意
永
不
致
忘
却
勤
方
蠣
弥
可
致
出
精
候

辰
九
月
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右
松
平
主
殿
頭
様
御
預
所
中
寛
政
八
辰
九
月
十
一
日
被
仰
渡
候

久
玉
組
大
庄
屋

中
原
新
吾

志
岐
組
大
庄
屋

平
井
為
五
郎

砥
岐
組
大
庄
屋

藤
田
五
右
衛
門

御
領
組
大
庄
屋

長
岡
五
郎
左
衛
門

墓
地
に
見
る
大
庄
屋
、
庄
屋
家
の
勢
い

筆
者
は
大
庄
屋
庄
屋
家
の
墓
地
を
つ
ぶ
さ
に
訪
ね
た
こ
と
は
な
い

の
で
、
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
大
名
か
と
思
え
る
ほ
ど
の
歴

代
の
墓
や
大
き
な
墓
石
の
墓
地
が
あ
る
反
面
、
何
処
に
あ
る
の
か
所

在
不
明
の
元
庄
屋
家
ま
で
様
々
だ
。

そ
の
各
家
の
中
で
も
、
活
躍
し
た
人
は
、
墓
石
も
立
派
だ
が
、
子

孫
が
尊
敬
の
念
を
込
め
て
当
世
の
一
流
学
識
人
に
叙
文
を
頼
み
、
彫

り
込
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
秀
逸
な
の
が
上
田
家
墓
地
。
宜
珍
の
墓
だ
け
で
な

く
、
歴
代
の
立
派
な
墓
が
林
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
墓
碑
叙

文
も
多
い
。

そ
し
て
、
墓
地
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
の
大
庄
屋
、
庄
屋
家
が
、

今
な
お
子
孫
が
累
々
と
し
て
存
続
し
て
い
る
家
は
少
な
い
。

そ
の
稀
有
な
例
と
し
て
、
宜
珍
の
子
孫
の
方
は
、
現
在
も
宜
珍
が

振
興
を
図
っ
た
高
浜
陶
石
、
高
浜
焼
で
天
草
陶
石
を
利
用
し
た
磁
器

製
品
の
開
発
・
発
展
に
頑
張
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
嬉
し
い
限
り
だ
。
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